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初めての骨髄移植センター開設に向けて 

研修に来日 

 

セイブ・イラクチルドレン・名古屋 

                小野万里子 

名大小児科で研修中のナイエフ医師 

               モハメド医師 

 イラク医療支援を始めたいきさつをセイブ・

イラクチルドレン・名古屋代表の小野万里子さ

んが、話してくださいました。 

 

2 0 年前、イラクに行った時、戦争被害者と

して白血病などがんの子どもが多くいることを

知り、衝撃を受けました。当時 イラクは国際

社会から経済制裁を受けていて、豊富な石油の

売却金で抗がん剤を購入したり放射線治療設備

を整えたりすることも制限されていました。医

療従事者が国外で勉強することもできませんで

した。そのため、小児がんの子どもが生き残る

率は非常に低かったのです。バスラがんセンタ

ーのジャワド先生から「イラクを助けてほし

い」と頼まれ、イラク支援の活動を始めまし

た。 

2004 年 1 月に

第 1 号としてアサ

ード医師の研修と

白血病の子どもの

治療を名大小児科

の小島教授に受け入れていただきました。 

その頃の風潮としてはまだイラクへの偏見が

強く、イラクとかかわること自体が危険と見な

される状況でしたが、小島教授が「がんの子ど

もにもそれを助ける医師にも国籍は関係ありま

せん、日本でもアメリカでもイラクでも」とお

っしゃって、受け入れて下さいました。 

セイブイラクチルドレン名古屋の最新のニュ

ースレターの表紙の白衣を着たワサン医師も小

島教授の教え子で、今はバスラ小児がん病院の

第一線で頑張っています。（ニュースレター７号

と一緒にお送りしました） 

実に 14 人の医師が

名大病院で学んだとい

うこの研修結果が、今

現地で実を結びつつあ

ります。 

研修第 1 号のアサ

ード医師の悲願は、がんが多発するイラク南部

に骨髄移植センターを設立することでした。20

年近く経った今年、ようやく設立の目途が立ち

ました。 

６月～８月、ナイエフ医師・モハメド医師

が、名大小児科で研修を受けています。これは

名古屋小児がん基金のサポートによるもので、

これまで以上に小児がんの子どもの命を救うこ

とができるようになります。ありがとうござい

ます。 

ナイエフ医師とモハメド医師からは、骨髄移

植のすべての過程を体験し学ぶことができ、充

実した研修だったと、高橋教授や村松先生を始

めとする医局の方々の温かな支援への感謝と共

に語られました。 

さらに、この素晴らしい経験が自分たちだけ

でなく、共に働いている地元の後輩医師や学生

にも指導・研修をすることで、イラクの医療の

水準をあげていくことに貢献したいと、希望に

あふれた口調で語られました。 

また、高橋教授、小島理事長からは、「この

研修が終わったら終了という訳ではないから

ね。これからも先生たちが何か困難にぶつかれ

ば、私たちが助言するよ。」と言っていただ

き、うれしかったそうです。 

 この研修期間中

に、東京からイラク

大使が名大小児科高

橋教授グループと、

研修への道を開かれ

た小島理事長に直接

お礼を伝えたいと、

訪問されました。 
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